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は 

じ
ょ
う
き
ょ
う 

お
い 

ふ
も
と 

                              

                              

                              

芭
蕉
、
鉄
拐
山
に
這
い
登
る 

 

芭
蕉
が
須
磨
・
明
石
を
訪
れ
た
の
は 

貞
享
五
年(

一
六
八
八)

旧
暦
四
月
、
四
十

五
歳
の
時
、
『
奥
の
細
道
』
の
旅
に
出
る

前
年
の
こ
と
で
す
。
旅
の
足
跡
を
紀
行
文

『
笈
の
小
文
』
や
郷
里
伊
賀
の
門
人
に

送
っ
た
書
簡
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
旅
で
、
芭
蕉
は
山
頂
か
ら
須
磨
の

古
戦
場
を
見
よ
う
と
鉄
拐
山
に
登
っ
て
い

ま
す
。
山
道
が
険
し
い
の
で
道
案
内
の
子

が
嫌
が
る
の
を
「
麓
の
茶
店
に
て
物
食
ら

は
す
べ
し
」
な
ど
と
な
だ
め
す
か
し
、

「
羊
腸
険
岨
の
岩
根
を
這
ひ
登
れ
ば
、
す

べ
り
落
ぬ
べ
き
事
あ
ま
た
度
な
り
け
る
を
、

つ
つ
じ
・
根
ざ
さ
に
取
り
つ
き
、
息
を
き

ら
し
、
汗
を
ひ
た
し
て
」
登
り
ま
し
た
。

苦
労
し
て
登
っ
た
山
上
か
ら
は
淡
路
島
が

手
に
取
る
よ
う
に
見
え
、
須
磨
・
明
石
の

海
が
広
が
る
美
し
い
風
景
を
眺
め
ま
し
た
。

こ
の
後
、
一
の
谷
、
安
徳
帝
内
裏
跡
を
眼

下
に
し
た
芭
蕉
は
、
そ
こ
で
繰
り
広
げ
ら

れ
た
源
平
の
合
戦
を
思
い
浮
か
べ
、
敗
走

す
る
平
家
の
有
様
を
悲
哀
に
満
ち
た
文
章

で
綴
っ
て
い
ま
す
。 

景
勝
に
恵
ま
れ
史
跡
に
富
ん
だ
須
磨
は
、

芭
蕉
の
憧
れ
の
地
で
し
た
。
陽
春
の
こ
ろ
、

山
上
に
立
っ
て
和
や
か
な
内
海
を
眺
め
、

目
を
閉
じ
る
と
芭
蕉
が
見
た
情
景
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

ＫＯＢＥの本棚 
      －神戸ふるさと文庫だより－ 
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や
う
ち
ゃ
う
け
ん
そ 

て
っ
か
い
さ
ん 



走
ら
な
か
っ
た
鉄
道
―
未
成
線
を
追
う 

松
村
真
人
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン

タ
ー
） 未

成
線
と
は
、
計
画
で
終
わ
っ
た
り
、

建
設
途
中
で
放
棄
さ
れ
た
り
し
て
、
完

成
に
至
ら
な
か
っ
た
鉄
道
路
線
を
指
す
。 

北
海
道
の
名
羽
線
、
佐
賀
県
の
呼
子

線
、
県
内
で
は
阪
神
海
岸
鉄
道
、
神
戸

地
下
鉄
道
な
ど
、
十
三
の
未
成
線
を
紹

介
し
、
各
路
線
が
ど
の
よ
う
に
計
画
さ

れ
、
な
ぜ
中
止
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の

経
緯
を
資
料
か
ら
紐
解
い
て
い
く
。 

 

さ
ら
に
、
著
者
自
ら
現
地
に
足
を
運

び
、
未
成
線
建
設
の
痕
跡
や
予
定
ル
ー

ト
を
探
し
歩
く
記
述
も
興
味
深
い
。 

も
し
路
線
が
完
成
し
て
い
た
ら
、
そ

こ
に
ど
ん
な
駅
舎
や
街
並
み
が
現
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
と
想
像
が
膨
ら
む
。 

            

志
ほ
や
歴
史
物
語 

北
川
保
幸
著
・
発
行 

垂
水
区
塩
屋
で
生
ま
れ
育
っ
た
著
者

が
、
塩
屋
地
域
の
歴
史
や
独
特
の
し
き

た
り
、
方
言
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に

よ
る
被
害
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
内
容

に
つ
い
て
、
郷
土
資
料
や
地
元
の
古
老

の
話
、
自
身
の
体
験
を
基
に
ま
と
め
た
。

地
域
が
紡
い
で
き
た
想
い
や
歴
史
、
生

活
や
遊
び
を
将
来
に
渡
っ
て
継
承
し
た

い
と
い
う
著
者
の
志
が
、
タ
イ
ト
ル
の

「
志
ほ
や
」
に
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

平
成
二
十
九
年
塩
屋
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
発
行
し
た
『
塩
屋
見
聞
録
』
と

本
書
を
併
せ
て
読
め
ば
、
塩
屋
の
史
跡

と
茅
渟
の
浦
の
眺
望
が
よ
り
楽
し
め
る
。 

 

花
森
安
治
選
集 
全
三
巻 

花
森
安
治

（
暮
し
の
手
帖
社
） 

主
に
『
暮
し
の
手
帖
』
に
掲
載
さ
れ

た
花
森
安
治
の
散
文
、
随
筆
、
コ
ラ
ム
、

評
論
な
ど
を
、
「
美
し
く
着
る
こ
と
は
、

美
し
く
暮
ら
す
こ
と
」
「
あ
る
日
本
人

の
暮
ら
し
」
「
ぼ
く
ら
は
二
度
と
だ
ま

さ
れ
な
い
」
の
三
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け

て
収
録
し
た
も
の
。 

第
二
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
日
本
紀

行
「KOBE

」
で
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
少

年
時
代
ま
で
過
ご
し
た
神
戸
を
「
こ
れ

か
ら
の
日
本
が
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
町
の
ひ
と
つ
」
と
記
し
て
い
る
。 

神
戸
・
姫
路
の
画
家
た
ち 

芝
本
政
宣

（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

著
者
が
雑
誌
等
に
発
表
し
た
美
術
批

評
を
、
ま
と
め
て
一
冊
の
本
と
し
た
。 

神
戸
に
住
ん
だ
鴨
居
玲
、
昇
外
義
、

姫
路
藩
主
の
孫
で
あ
っ
た
酒
井
抱
一
ほ

か
、
西
村
功
、
西
田
眞
人
ら
郷
土
ゆ
か

り
の
画
家
と
作
品
を
、
独
自
の
視
点
で

綴
っ
た
。
洋
服
店
、
眼
鏡
店
の
シ
ョ
ー

ウ
ィ
ン
ド
ー
に
飾
ら
れ
た
鴨
居
の
絵
、

タ
ウ
ン
誌
『
神
戸
っ
子
』
や
神
戸
を
代

表
す
る
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
の
壁
面
を

飾
っ
た
西
村
の
絵
な
ど
、
市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
る
作
品
も
紹
介
し
、
そ
の
魅

力
を
伝
え
て
い
る
。 

 

カ
ツ
ベ
ン 

詩
村
映
二
詩
文 

季
村
敏
夫
編

（
み
ず
の
わ
出
版
） 

 
 

明
治
末
か
ら
昭
和
初
め
に
か
け
て
活

躍
し
た
或
る
活
動
写
真
弁
士
（
「
説
明

者
」
と
自
称
し
た
）
の
詩
文
を
ま
と
め

た
。
三
宮
や
新
開
地
の
映
画
館
で
、
観

衆
を
魅
了
し
た
弁
士
と
は
？
収
録
さ
れ

た
詩
編
や
「
カ
ツ
ベ
ン
行
進
曲
」
と
い

う
散
文
、
「
雲
の
精
神
」
と
題
し
た
編

者
に
よ
る
解
題
か
ら
、
そ
の
実
像
を
伺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
部
構
成
の

後
半
で
は
、
弁
士
達
の
貴
重
な
写
真
や

映
画
雑
誌
な
ど
を
収
録
し
、
彼
が
生
き

た
時
代
・
背
景
を
探
っ
て
い
る
。 

神
戸
居
留
地
に
吹
く
風 

秋
田
豊
子
（
神

戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

 

幕
末
の
激
動
の
中
で
兵
庫
が
開
港
し
、

神
戸
の
居
留
地
に
多
く
の
外
国
人
が
来

日
し
た
。
そ
の
中
の
一
人
、
ド
イ
ツ
人

貿
易
商
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ン
ゲ
・
デ
ラ

カ
ン
プ
と
、
祇
園
の
舞
妓
・
ひ
で
の
出

会
い
か
ら
物
語
は
は
じ
ま
る
。 

 

国
籍
や
言
葉
の
違
い
を
越
え
て
結
ば

れ
た
二
人
の
生
涯
を
中
心
に
、
実
在
の

デ
ラ
カ
ン
プ
商
会
、
神
戸
の
ド
イ
ツ
人

社
会
の
様
子
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。 

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
戦
争
や
災
害

な
ど
、
歴
史
的
な
出
来
事
も
記
さ
れ
る
。 

 

二
度
の
世
界
大
戦
の
影
響
で
日
独
関

係
が
変
化
し
人
々
が
翻
弄
さ
れ
る
中
、

寄
り
添
い
続
け
る
二
人
の
ゆ
る
ぎ
な
い

姿
が
胸
を
打
つ
。 

            

の
ぼ
り 

が
い
ぎ 

 

ち 
ぬ 

め
い
う 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200273041&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200668004&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200270300&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200665055&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200266229&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200663147&type=PvolBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200270741&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200659787&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200270748&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200657415&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200272348&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200670282&type=CtlgBook


ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
風
景 

織
田
正
吉
（
編

集
工
房
ノ
ア
） 

 
 

著
者
は
昭
和
六
年
に
生
ま
れ
、
一
家

で
神
戸
大
空
襲
に
遭
っ
た
。
戦
後
神
戸

大
学
卒
業
後
は
神
戸
市
に
就
職
し
、
市

長
の
書
記
を
つ
と
め
る
か
た
わ
ら
、
演

芸
や
ラ
ジ
オ
放
送
の
台
本
を
執
筆
し
た
。

三
十
七
歳
で
退
職
後
は
文
筆
活
動
に
専

念
し
、
多
数
の
台
本
の
他
に
、
笑
い
や

古
典
文
学
に
関
す
る
著
書
を
出
版
し
た
。 

本
書
は
こ
れ
ま
で
図
書
に
未
収
録
の

文
章
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
貫
か
れ
て

い
る
の
は
、
笑
い
と
ユ
ー
モ
ア
へ
の
愛

情
で
あ
る
。
「
米
朝
山
脈
」
「
わ
が
青

春
の
新
開
地
」
な
ど
、
関
西
の
演
芸
人

達
を
同
時
代
に
見
て
き
た
随
筆
は
、
戦

後
文
化
の
復
興
と
と
も
に
話
芸
・
演
芸

が
興
隆
を
極 

 

め
た
時
代
を 

 

肌
で
感
じ
さ 

 

せ
る
。 

 

        

神
戸
散
歩
―
色
々
な
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム 

民

井
達
也 

切
り
絵
・
文
（
神
戸
新
聞
総
合
出

版
セ
ン
タ
ー
） 

神
戸
で
生
ま
れ
、
地
元
で
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
を
し
な
が
ら
切
り
絵
を
制
作
し
て

き
た
著
者
が
、
画
集
を
出
版
し
た
。 

表
紙
を
飾
る
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
を
始
め

と
し
た
神
戸
の
街
の
景
色
や
、
行
き
つ

け
の
店
で
働
く
人
々
な
ど
の
切
り
絵 

そ
れ
ぞ
れ
に
添
え
ら
れ
た
文
章
か
ら
は
、

著
者
自
身
の
温
か
い
人
柄
が
読
み
取
れ

る
。
本
を
片
手
に
神
戸
を
散
歩
し
、
切

り
抜
か
れ
た
モ
ノ
ク
ロ
世
界
の
色
を
確

認
し
に
行
っ
て
み
た
く
な
る
。 

 

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
の
書
店
と
教
室
―
考
え

る
場
所
の
た
め
に 
小
笠
原
博
毅 

福
嶋

聡
（
新
泉
社
） 

神
戸
大
学
大
学
院
教
授
の
小
笠
原
博

毅
氏
と
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
店
長
の
福
嶋

聡
氏
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
「
考
え
る
場
所
」

に
つ
い
て
交
わ
し
た
書
簡
を
ま
と
め
た
。 

教
室
で
の
雑
談
や
、
書
店
で
の
本
と
の

出
会
い
を
通
し
て
、
様
々
な
考
え
方
に

触
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
。 

感
染
の
リ
ス
ク
を
承
知
の
う
え
で
来

店
す
る
お
客
さ
ん
の
姿
を
見
る
と
、
ど

ん
な
本
で
も
不
要
不
急
の
も
の
と
は
思

え
な
い
、
と
い
う
福
嶋
氏
の
言
葉
が
胸

に
響
く
。 

＝
そ
の
他
の
新
刊
＝ 

 

金
田
一
耕
助
語
辞
典 

木
魚
庵
文 

Ｙ
Ｏ

Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
絵
（
誠
文
堂
新
光
社
） 

                          

神
戸
８
人
の
パ
テ
ィ
シ
エ
が
作
る
ス
ペ

シ
ャ
リ
テ
６４ 

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｋ
Ｏ

Ｂ
Ｅ
編
（
旭
屋
出
版
） 

占
領
期
の
都
市
空
間
を
考
え
る 

小
林
宣

之 

玉
田
浩
之
編
（
水
声
社
） 

                         

「窓あけて見ゆる限りの春惜む」 

高田蝶衣は、淡路島の釜口村生まれの俳人です。洲本中学校時代 

に、俳人の大谷繞石から俳句を学びました。繞石は後に、著書 

『己がこと人のこと』（春陽堂）の中で、教え子の蝶衣について 

「明治大正昭和年代の最も傑出した俳人の一人」と述べています。 

俳句に専念するあまり、落第候補者に名が挙がった蝶衣でしたが、校長の「一芸に

秀でている」という助言で卒業できたという話が残っています。その後、蝶衣は 

繞石を頼って上京し、高浜虚子や河東碧梧桐らと交わります。冒頭の句は、虚子の

俳句会で、最年少（20歳）の蝶衣が詠んだ句です。明治41年に『蝶衣句集』（俳書

堂）を出版し、個人句集の出版が珍しかった当時、注目を集めました。大正6年 

には神戸市楠町に居を構え、湊川神社の神職に就きます。結核を発病 

したため、二年足らずで休職しますが、昭和4年に帰郷するまでの十 

年余りを神戸で過ごしています。大正15年に神戸で創刊された俳誌 

『ひむろ』との関わりも深く、寄稿や選句などの支援を行いました。 

蝶衣は晩年まで病気に悩まされ続けましたが、病中においても欠かす 

ことなく句作に励みました。享年45歳。俳句一筋の人生でした。 

神戸  その２1  
あんな人こんな人 

高田 蝶衣 たかた（たかだ）・ちょうい 

明治19年(1886)～昭和 5年(1930) 

 

――― 新しく入った本 ――― 

参考：『俳人・高田蝶衣』小早川健（翰林書房）『ひと萌ゆる: 知られざる近代兵庫の先覚者たち』

（神戸新聞総合出版センター）『己がこと人のこと』大谷繞石（春陽堂） 写真右上：『ひむろ』第5巻

11月号 蝶衣居士追悼号（昭和5年） 

今
か
ら
三
十
年
前
、
当
館
二
階
に
「
神
戸
ふ
る
さ

と
文
庫
」
を
開
設
す
る
に
あ
た
り
、
織
田
正
吉
氏

に
は
、
有
識
者
会
議
の
委
員
を
お
引
き
受
け
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ご
縁
か
ら
『
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
本

棚
』
を
お
送
り
し
、
「
あ
り
が
と
う
。
隅
々
ま
で

読
ん
で
い
ま
す
よ
」
と
、
直
筆
の
お
葉
書
を
い
た

だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
と
て
も
有
難
く 

光
栄
に
感
じ
て
い
ま
す
。
織
田
氏
は
昨
年
十
一
月

二
十
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

じょうせき 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200269851&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200664236&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200268218&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200652547&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200273541&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200669373&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200270274&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200657132&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200272361&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200667996&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200272631&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200670146&type=CtlgBook


ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ 

９７ 

 

明
治
期
の
外
国
人
と
神
戸
の
古
墳 

 

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
と
Ｗ
・
Ｇ
・
ア

ス
ト
ン
は
、
江
戸
末
期
英
国
か
ら
日
本
に

派
遣
さ
れ
、
幕
末
か
ら
明
治
へ
の
転
換
に

立
ち
会
っ
た
外
交
官
で
す
。
日
本
文
化
に

興
味
を
持
ち
、
膨
大
な
資
料
を
蒐
集
し
、

日
本
関
連
の
著
作
を
成
し
た
日
本
学
者
と

し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
古
墳
に

も
興
味
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

サ
ト
ウ
の
日
記
に
よ
る
と
、
明
治
十
四

年
（
一
八
八
一
）
十
月
下
旬
に
ジ
ョ
ー
ジ

王
子
（
後
の
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
＝
エ
リ
ザ
ベ

ス
女
王
の
祖
父
）
と
、
そ
の
兄 

ヴ
ィ
ク

タ
ー
王
子
が
来
日
し
、
サ
ト
ウ
は
十
一
月
、

王
子
達
を
神
戸
か
ら
京
都
、
奈
良
、
大
阪

へ
と
案
内
し
ま
し
た
。
サ
ト
ウ
は
以
前
か

ら
興
味
を
抱
い
て
い
た
ア
ス
ト
ン
の
調
査

し
た
舞
子
の
古
墳
群
の
見
学
も
計
画
し
よ

う
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
予
定
が
あ
わ
ず
、

諦
め
き
れ
な
い
サ
ト
ウ
は
、
王
子
達
と
は

別
行
動
で
、
ア
ス
ト
ン
と
共
に
人
力
車
で

舞
子
に
出
か
け
た
と
記
し
て
い
ま
す
。 

当
時
ア
ス
ト
ン
は
、
神
戸
に
あ
っ
た
兵

庫
・
イ
ギ
リ
ス
領
事
館
に
勤
務
し
て
い
ま

し
た
。
大
阪
造
幣
寮
に
化
学
兼
治
金
師
と

し
て
勤
務
し
な
が
ら
古
墳
調
査
に
熱
を
入

れ
、
日
本
の
考
古
学
の
父
と
言
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
Ｗ
・
ガ
ウ
ラ
ン
ド
と
親
交
が
あ

り
、
文
献
で
調
べ
た
近
畿
周
辺
の
陵
墓
に

該
当
し
そ
う
な
古
墳
に
、
誘
い
合
わ
せ
て

出
か
け
て
い
ま
す
。
ア
ス
ト
ン
の
書
簡
に

よ
る
と
、
ア
ス
ト
ン
は
ガ
ウ
ラ
ン
ド
も
舞

子
古
墳
群
に
案
内
し
て
い
ま
す
（
舞
子
東

石
ヶ
谷
二
号
墳
と
考
え
ら
れ
ま
す
）。
ま
た
、

ア
ス
ト
ン
は
ガ
ウ
ラ
ン
ド
に
「
チ
ェ
ン
バ

レ
ン
（
古
事
記
の
最
初
の
英
訳
者
）
の
記

載
に
出
て
く
る
悲
恋
伝
説
の
菟
名
比
処
女

に
関
す
る
古
墳
を
見
学
し
た
」
と
報
告
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
処
女
塚
古
墳
・
西

求
女
塚
古
墳
・
東
求
女
塚
古
墳
の
三
古
墳

を
指
し
、「
土
器
を
拾
っ
た
」
と
記
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八

二
）
三
月
に
は
玉
津
王
塚
古
墳
の
見
学
を

計
画
し
ま
し
た
が
、「
遠
か
っ
た
の
で
垂
水

の
古
墳
を
見
学
し
た
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
五
色
塚
古
墳
の
こ
と
で
す
。 

         

五
色
塚
古
墳
は
古
く
は
『
日
本
書
紀
』

に
、
そ
し
て
江
戸
時
代
の
文
献
と
し
て
は
、

『
播
州
名
所
巡
覧
圖
繪
』
な
ど
に
記
述
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

図
書
館
所
蔵
の
ア
ス
ト
ン
の
旧
蔵
書
に
、

『
播
州
名
所
巡
覧
圖
繪
』
が
あ
る
こ
と
か

ら
考
え
る
と
、
ア
ス
ト
ン
が
同
書
を
見
て
、

興
味
を
深
め
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測

で
き
ま
す
。 

大
英
博
物
館
収
蔵
資
料
に
よ
る
と
、 

ア
ス
ト
ン
は
ヘ
ボ
ソ
塚
古
墳
（
東
灘
区
）

に
も
足
を
延
ば
し
、
調
査
を
行
っ
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

脇
浜
の
古
墳
も
見
学
し
て
い
た
よ
う
で
、

「
二
つ
の
小
さ
な
マ
ウ
ン
ド
が
あ
る
」
と

記
し
て
い
ま
す
。
脇
浜(

中
央
区)

に
は
脇

浜
天
王
塚
・
割
塚
・
畔
塚
の
三
基
が
あ
り

昭
和
初
期
ま
で
は
墳
丘
が
残
っ
て
い
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。 

同
じ
く
同
館
資
料
に
よ
る
と
、
ガ
ウ
ラ

ン
ド
は
、
六
甲
山
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
た
め

に
十
善
寺
を
通
り
が
か
っ
た
際
、
余
暇
の

楽
し
み
の
時
間
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

登
山
口
に
て
埴
輪
を
見
つ
け
、
調
査
を

行
っ
た
と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
後
に

調
査
さ
れ
た
十
善
寺
古
墳
（
灘
区
）
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
館
に
収
め
ら
れ
て

い
る
神
出
村
に
関
す
る
メ
モ
に
は
、
土
器

が
描
か
れ
て
い
ま
す
（
筆
者
識
）。
そ
の
土

器
は
時
代
こ
そ
下
る
も
の
の
特
徴
的
な
文

様
を
持
ち
、
整
理
番
号

Franks.2206

と

し
て
収
蔵
さ
れ
、
大
英
博
物
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
、
閲
覧
可
能
で
す
。 

         

日
本
の
考
古
学
の
黎
明
期
に
お
い
て
、

明
治
期
の
外
国
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
学
術

的
調
査
が
神
戸
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

非
常
に
興
味
深
い
こ
と
で
す
。
ア
ス
ト
ン

は
、
帰
国
後
『
日
本
書
紀
』
の
英
訳
を
刊

行
し
ま
す
。
五
色
塚
古
墳
に
つ
い
て
の
記

述
は
詳
し
く
、「
舞
子
の
東
２
、
３
マ
イ
ル
、

西
垂
水
村
の
断
崖
に
は
、
地
元
の
言
い
伝

え
で
仲
哀
天
皇
に
関
連
づ
け
ら
れ
た
非
常

に
大
き
な
前
方
後
円
墳
が
あ
る
。
こ
の
古

墳
は
円
筒
埴
輪
に
囲
ま
れ
て
い
る
…
」
と

続
い
て
い
ま
す
。
数
行
に
わ
た
る
や
や
雄

弁
な
注
釈
は
、
神
戸
に
暮
ら
し
た
ア
ス
ト

ン
が
実
際
に
自
分
の
目
で
古
墳
を
見
た
か

ら
こ
そ
の
も
の
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。 

 

参
考
：
楠
家
重
敏
『
Ｗ
・
Ｇ
・
ア
ス
ト
ン
』（
雄
松

堂
出
版
）、
富
山
直
人
「
ゴ
ー
ラ
ン
ド
と
黎
明
期
の

古
墳
研
究(

上)

」『
古
代
学
研
究
』
第
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号
ほ
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